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1
.
甚
大
か
つ
深
刻
な
被
害

2011 

2
0
1
1
年

3
月
日
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
、
未
曾
有
の
大
津
波
が
、東
北
地

方
沿
岸
部
を
襲
っ
た
。
震
災
直
後
の

T
V
報
道
で
は
、
津
波
の

映
像
や
、
壊
滅
状
態
と
な
っ
た
東
北
の
街
の
光
景
が
繰
り
返
し

流
さ
れ
た
。
そ
の
映
像
と
日
々
増
え
続
け
る
死
者

・
行
方
不
明

者
の
数
に
、
強
い
衝
撃
と
深
い
悲
し
み
を
受
け
た
の
は
筆
者
だ

け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
は
震
災
直
後
、
関
東
地
方
の

一
部

地
域
で
も
地
震
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
あ
る
現
象
に
よ
っ

て
、
甚
大
で
か
つ
深
刻
な
被
害
が
生
じ
て
い
た
。
そ
の
現
象
と

Dec. 

は
、
液
状
化
現
象
で
あ
る
。

液
状
化
現
象
と
は
、
地
下
水
位
の
高
い
砂
質
地
盤
が
地
震
の

震
動
で
液
体
状
に
な
る
現
象
で
あ
る
。
同
じ
砂
質
地
盤
で
も
、

旧
河
道
や
埋
立
地
の
よ
う
に
、
砂
の
粒
度
が
そ
ろ
っ
た
新
し
い

砂
質
地
盤
で
生
じ
や
す
い
。

液
状
化
現
象
(
以
下
、
液
状
化
)
が
発
生
す
る
と
、
異
常
に

高
く
な
っ
た
間
隙
水
(
砂
粒
聞
の
地
下
水
)
の
水
圧
が
、
地
表

に
向
か
っ
て
抜
け
よ
う
と
し
て
水
の
上
昇
流
が
起
き
、
地
表
面

の
弱
部
か
ら
水
と
土
が
混
じ
っ
た
泥
水
が
噴
水
の
よ
う
に
吹
き

上
げ
(
噴
水

・
噴
砂
現
象
)
、
地
表
の
沈
下
が
生
じ
る
。
こ
の

よ
う
な
地
盤
の
上
に
あ
る
建
物
な
ど
は
地
表
面
に
め
り
込
み
沈
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下
し
た
り
傾
い
た
り
す
る
。
地
中
に
あ
る
密
度
が
軽
い
も
の

(
た
と
え
ば
、
水
道
管
や
下
水
管
、
ガ
ス
管
)
は
浮
き
上
が
り
、

多
く
の
場
合
に
破
損
・
損
傷
す
る
。
そ
の
た
め
、
ラ
イ
ア
ラ
イ

ン
に
甚
大
な
被
害
が
生
じ
る
。
液
状
化
に
よ
る
被
害
で
き
わ
め

て
厄
介
な
こ
と
は
、
構
造
物
そ
の
も
の
が
倒
壊
し
て
い
な
く
て

も
(
あ
る
い
は
ほ

E
ん
ど
無
傷
で
も
)
、
わ
ず
か
な
傾
斜
や
沈

下
、
変
形
が
生
じ
、
そ
の
復
旧
に
は
長
大
な
時
間
と
多
額
の
費

用
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
液
状
化
が
二
度

発
生
し
た
地
域
は
、
そ
の
後
の
地
震
に
よ
り
再
度
液
状
化
す
る

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
切
(
再
液
状
化
)
、
今
後
も
油
断
で

き
な
い
。

今
回
の
震
災
で
は
、
市
域
の

3
分
の

2
が
埋
立
地
で
あ
る
千

葉
県
浦
安
市
の
液
状
化
被
範
が
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
報

道
さ
れ
話
題
と
な
っ
た
が
、
関
東
地
方
で
は
埼
玉
県
久
喜
市
や

利
根
川
下
流
低
地
と
い
っ
た
内
陸
部
に
お
い
て
も
液
状
化
が
発

生
し
、
そ
の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
の
調
査
地
で

い
た
こ

L

か
み
す
し

あ
る
茨
城
県
東
南
部
に
位
置
す
る
潮
来
市
お
よ
び
神
栖
市
も
、

地
震
直
後
か
ら
激
し
い
液
状
化
が
発
生
し
長
ら
く
ラ
イ
ア
ラ
イ

ン
が
麻
痩
し
た
地
域
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
両
地
域
に
お
け
る

液
状
化
被
害
の
実
態
を
報
告
す
る
。
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な
お
調
査
は
、

4
月
刊
日
以
降
随
時
実
施
し
た
。
調
査
方
法

は
、
自
動
車
・
自
転
車
・
徒
歩
で
現
地
を
回
り
直
接
観
察
を
し
、

液
状
化
の
被
害
状
況
を
記
載
し
た
。
ま
た
、
液
状
化
被
害
を
記

載
す
る
と
と
も
に

G
P
S
機
能
付
き
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
被
害

状
況
を
撮
影
し
、
何
回
自
〉
円

n
E
向。
5
を
用
い
て
被
害
状
況
の

写
真
を
地
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
。

2
.
潮
来
市
に
お
け
る
液
状
化
被
害

潮
来
市
は
、
東
部
が
北
浦
に
、
西
部
は
霞
ヶ
浦
と
北
利
根
川
、

そ
と
な
さ
か
う
ら

そ
し
て
南
部
が
外
浪
逆
浦
に
接
し
て
い
る
(
図
1
)
。
江
戸
時

代
に
利
根
川
水
運
の
港
町
と
し
て
栄
え
、
水
郷
で
有
名
な
都
市

で
あ
り
、
現
在
は
水
郷
筑
波
国
定
公
園
の
一
角
と
な
っ
て
い
る
。

潮
来
市
内
に
お
け
る
液
状
化
被
害
は
、
お
も
に
潮
来
、
前
川
、

日
の
出
の

3
つ
の
地
区
で
生
じ
た
。
と
く
に
市
の
南
部
に
位
置

す
る
日
の
出
地
区
に
被
害
が
集
中
し
た
(
図
l
)
。

日
の
出
地
区
で
生
じ
た
お
も
な
液
状
他
被
害
は
、
構
造
物
の

傾
斜
や
沈
下
(
写
真
l
)
、
地
表
の
陥
没
・
亀
裂
・
波
状
変
形
、

噴
砂
、
上
下
水
道
管
や
側
溝
の
破
損
・
浮
き
上
が
り
で
あ
り
、

そ
の
範
囲
は
地
区
の
ほ
ぼ
全
域
に
及
ぶ
。

こ
の
地
区
は
、
戸
建
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
低
層
住
宅
が
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建
ち
並
ぶ
住
宅
地
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
と
く
に
多
く
の
家
屋

や
ア
パ
ー
ト
、
周
囲
の
電
柱
が
沈
下

・
傾
斜
し、

居
住
不
可
能

と
な
っ
た
も
の
も
存
在
す
る
。
地
区
内
の
小
・
中
学
校
で
は
校

舎
周
辺
の
地
盤
沈
下
に
伴
っ
た
抜
け
上
が
り
が
生
じ
、
最
大
比

高
均
価
の
段
差
が
形
成
さ
れ
た
。
地
区
の
中
心
部
に
位
置
す
る

潮来市

潮来市における液状化被害分布図

写莫 1 傾いた電柱 (日の出5丁目 :2011年 5月

8日撮影)

公
園
で
は
、
池
を
取
り
囲
む
塀
や
池
に
架
か
る
橋
が
側
方
流
動

に
よ
っ
て
損
壊
し
(
写
真

2
)
、
さ
ら
に
周
辺
の
地
表
面
に
は

多
数
の
開
口
亀
裂
が
生
じ
た
。
噴
砂
は
そ
の
よ
う
な
舗
道
や
路

面
、
草
地
な
ど
に
形
成
さ
れ
た
開
口
亀
裂
や
電
柱
の
際
か
ら
噴

出
し
堆
積
し
た
(
写
真

3
)
。

6
カ
月
以
上
を
経
過
し
た
叩
月

図 1
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写真 2 但tl方流動によって損壊した塀 (A)と橋 (8，C) (日の出 4丁目 2011年8Jl6 
円船影)

B と C は A の枠内(析の左側)で説H~ し た . 泥水状に液状化した地燃が池の方向(水平
方向 Cは矢印の方向)に流動した ことで(側方流動)，塀が池に向かつて倒峻し (A)，

橋台が圧力を受け煩壊した (B，C). 

写真3 沈下した電柱と噴砂の堆積 (日の出7丁
目 ・20日年4月11日撮影)

歩行者用抑ボタンの位.[lから~[t往の沈下(約

30cm)がよくわかる 殴砂は1m口亀裂や屯柱の

際から多iI1に噴出し椴約した

写真4 浮き上がった側溝の蓋と傾いた電柱 (日

の出5丁目 ー2011年 5月8日報彫)

片側が40cm以上も浮き上がってし まし入歩道 と

して利用できなくなった.

1
日
現
在
で
も
、
地
区
内
の
至

る
所
で
噴
砂
の
堆
積
や
噴
砂
現

象
の
痕
跡
が
確
認
で
き
た
。
地

区
内
の
下
水
道
施
設
の
被
害
は

約
辺
凶
に
及
び
、

4
月
下
旬
に

応
急
の
復
旧
工
事
が
完
了
す
る

ま
で
、
地
区
内
の

一
部
で
断
水

が
続
い
た
。
地
区
内
で
も
と
く

に
被
害
の
大
き
か
っ
た
日
の
出

5
丁
目
付
近
で
は
、
歩
道
と
な

っ
て
い
た
側
溝
の
蓋
が
片
側
に

大
き
く
浮
き
上
が
り
、
傾
斜
し

て
し
ま
っ
た
た
め
に
歩
道
と
し

て
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
(
写

真

4
)
。
ま
た
、
日
の
出
地
区

に
お
け
る
道
路
の
損
傷
は
約

M

M
に
及
ん
で
お
り

(日
の
出
地

区
以
外
の
道
路
の
損
傷
は
、
約

日
同
)
、
波
状
変
形
で
生
じ
た

路
面
の
凹
凸
が
、
地
震
発
生
か
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ら
6
カ
月
以
上
経
過
し
た
現
在
で
も
交
通
の
大
き
な
妨
げ
と
な

っ
て
い
る
。
場
所
に
よ
っ
て
は
比
高
印
叩
以
上
の
段
差
が
生
じ

て
、
自
動
車
に
よ
る
通
行
が
で
き
な
い
箇
所
も
害
在
す
る
。

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
日
の
出
地
区
で
こ
れ
ほ
ど
の
液
状
化
が
発

生
し
た
の
か
。
そ
れ
を
紐
解
く
鍵
は
、
近
現
代
の
土
地
利
用
変

佑
に
あ
る
。
明
治
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
簡
便
な
方
法
で
測

図
さ
れ
た
迅
速
測
図
(
明
治
四
年
測
図
υ

鹿
島
)
を
見
る
と
、

う
ち
な
書
か
う
も

現
在
の
日
の
出
地
区
は
、
か
つ
て
内
浪
逆
浦
(
内
海
)
と
呼
ば

れ
た
湖
沼
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

1
9
3
9

(
昭
和
U
)
年
に
食
料
増
産
の
国
策
に
添
う
べ
く
内
浪
逆
浦
の

干
拓
事
業
が
企
画
さ
れ
、

1
9
5
0年
に
干
拓
工
事
が
完
成
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
湖
沼
で
あ
っ
た
範
囲
が
陸
域
ル
出

し
た
。
そ
の
後
、
農
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、

1
9
6

8
年
に
策
定
さ
れ
た
潮
来
町
復
興
計
画
の
な
か
で
、
中
規
模
ニ

ュ
l
タ
ウ
ン
の
造
成
地
と
さ
料
、
住
宅
地
開
発
が
進
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
日
の
出
地
区
の
範
囲
は
、
か
つ
て
の
内

浪
逆
浦
の
形
状
と
一
致
す
る
。
こ
の
よ
う
な
土
地
改
良
に
よ
っ

て
日
の
出
地
区
で
は
、
一
般
的
に
液
状
化
が
発
生
し
や
す
い
土

地
条
件
と
さ
れ
る
、
地
下
水
位
の
高
い
緩
い
砂
質
地
盤
が
形
成

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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せ
ん
げ
ん

J
R鹿
島
線
潮
来
駅
の
西
部
に
位
置
す
る
潮
来
地
区
の
浅
間

し
た下

で
は
、
電
柱
の
沈
下
・
傾
斜
、
路
面
の
波
状
変
形
お
よ
び
開

口
亀
裂
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
浮
き
上
が
り
が
生
じ
た
。
日
の
出
地

区
の
南
部
に
位
置
す
る
潮
来
十
番
、
潮
来
十
四
番
は
水
団
地
域

の
た
め
、
液
状
化
被
害
は
水
田
の
噴
砂
の
堆
積
、
電
柱
の
沈

下
・
傾
斜
、
用
水
路
側
壁
の
破
損
な
ど
が
主
と
な
っ
て
い
る
。

浅
間
下
付
近
の
常
陸
利
根
川
沿
い
の
堤
防
で
は
、
大
き
な
破

損
・
損
傷
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
潮
来
十
四
番
付

近
の
外
浪
逆
浦
の
堤
防
沿
い
で
は
、
側
方
流
動
に
よ
る
堤
防
の

損
傷
が
確
認
さ
れ
た
。

3
.
神
栖
市
に
お
け
る
液
状
化
被
害

神
栖
市
は
、
茨
城
県
の
東
南
端
に
位
置
し
、
東
側
が
太
平
洋

に
、
南
側
・
西
側
は
利
根
川
を
経
て
千
葉
県
に
接
し
た
南
北
に

長
い
形
状
を
呈
し
て
い
る
(
図
2
)
。
市
の
北
部
か
ら
東
部
一

帯
は
鹿
島
港
お
よ
び
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
と
な
っ
て
お
り
、
南

部
は
波
崎
漁
港
を
中
心
と
し
た
漁
業
と
農
業
の
地
域
と
な
っ
て

い
る
。

わ

に

が

わ

い

吉

り

神
栖
市
に
お
け
る
液
状
佑
被
害
は
、
お
も
に
鰐
川
、
居
切
、

い
書
一
す

堀
割
、
息
栖
、
大
野
原
、
平
泉
、
平
泉
束
、
深
芝
、
東
深
芝
、



し
っ
て

溝
口
、
知
手
中
央
、
須
田
、
太
田
の
日
の
地
区
で
生
じ
た
。
市

の
北
部
か
ら
西
部
に
集
中
す
る
傾
向
が
見
て
取
れ
る
(
図
2
)
。

被
害
は
広
範
囲
に
及
ぶ
も
の
の
、
潮
来
市
に
比
し
て
被
災
地
は

点
在
し
て
い
る
。

鹿
嶋
市
と
接
す
る
鰐
川
地
区
に
は
、

北
浦
を
水
源
と
す
る
鰐
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川
浄
水
場
が
あ
り
、

な
被
害
を
受
け
、

陥
っ
た
。

が
続
き
、

液
状
化
に
よ
る
地
盤
沈
下
で
施
設
が
大
き

取
水
・
送
水
と
も
機
能
停
止
と
い
う
事
態
に

そ
の
た
め
、

震
災
直
後
か
ら
市
内
の
広
範
囲
で
断
水

市
内
全
域
の
上
水
道
が
復
旧
し
た
の
は
、

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

液状化被害

神栖市
• 

神栖市における液状化被害分布図図 2

5
月
7
日

写真 5 沈下した電柱と噴砂の堆積 (縮割 2丁
目 20日~l" 4月17日撮影)
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目
か
ら
3
丁
目
に
被
害
は
集
中

す
る
一
方
で
、
同
じ
地
区
で
も

被
害
が
比
較
的
少
な
い
場
所
も

存
在
す
る
。
こ
の
地
域
は
上
下

水
道
管
の
被
害
が
激
し
く
、
ラ

イ
ア
ラ
イ
ン
の
復
旧
が
遅
れ
た
。

と
く
に
公
共
下
水
道
は
、
掘
割

2
丁
目
の

一
部
で

5
月
下
旬
ま

で
使
用
不
可
能
で
あ
っ
た
(
市

内
全
域
が
仮
復
旧
し
た
の
は

6

月

2
日
)
。
ま
た
、
市
内
を
縦

断
す
る
国
道
1
2
4
号
線
も
、

こ
の
地
域
で
は
中
央
分
離
帯
に

幅

ωm程
度
の
亀
裂
が
断
続
的

に
生
じ
て
お
り
(
写
真

6
)
、

多
量
の
噴
砂
の
堆
積
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
激
し
い
液
状
佑
の
被

害
を
受
け
た
。
そ
の
国
道
1
2
4
号
線
の
東
側
に
広
が
る
平
泉

東
地
区
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
住
宅
地
が
形
成
さ

れ
た
地
区
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
新
築
と
思
わ
れ
る
戸
建
家
屋
も

大
き
な
被
害
を
受
け
、
路
面
で
は
マ
ン
ホ
ー
ル
の
浮
き
上
が
り

写真 6 国道124号線中央分離帯に生じた亀裂

(御l1m2丁目:2011年4月17日鉛影)

市
の
北
西
部
に
位
置
す
る
堀
割
、
居
切
、
平
泉
、
平
泉
東
、

深
芝
の

5
つ
の
地
区
で
は
、
家
屋
や
電
柱
の
沈
下

・
傾
斜
が
著

し
く
(
写
真
5
)
、
そ
の
よ
う
な
地
点
で
は
日
月

1
日
現
在
も

多
量
の
噴
砂
の
堆
積
や
噴
砂
現
象
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
と

く
に
堀
割
2
丁
目
、
平
泉
東
1
丁
目
か
ら
3
丁
目
、
深
芝
l
丁

写真7 芝地の陥没と亀裂 (策深芝 :2011年 4月10臼撮影)

芝地の陥没は比高60~80cm，帽 1~2m で2∞m ほど巡絞して生じて
いる (B) 露出した土層断面を観察すると， s互い砂土が認められた

(Al. 
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写真 8 60cm浮き上がったマンホール (東深

芝 :2011年 4 月 10臼綴~;ta) 

(
最
大

ω佃
)

ら
れ
た
。

溝
口
地
区
お
よ
び
そ

の
周
辺
は
、
国
道

1
2

4
号
線
沿
道
を
中
心
に
、

市
役
所
を
は
じ
め
と
す

る
公
共
施
設
や
住
宅
地
、

沿
道
系
の
商
業
施
設
等

が
立
地
す
る
な
ど
、
市

の
中
心
的
な
拠
点
機
能

を
担
っ
て
い
る
。
市
役

所
の
北
側
に
は
、
神
栖

市
の
地
名
の
由
来
と
も

ご
う
の
い
け

な
っ
た
神
之
池
と
呼
ば

れ
る
淡
水
の
湖
沼
が
存

在
す
る
。
神
之
池
は
か

つ
て
、
周
囲
約
8
畑、

面
積
約

2
9
2
M
と
広

大
な
湖
沼
で
あ
っ
た
が
、

1
9
6
5
年
の
鹿
島
開

が
認
め

写真9 歪んだ鹿島臨海線の線路 (東深芝 ・2011
年 4月10日搬彬)

発
に
伴
っ
て

1
9
7
1
年
に
埋
め
立
て
が
完
了
凶
、
現
在
は
約

7
分
の
l
の
面
積
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
の

液
状
化
被
害
は
、
か
つ
て
の
神
之
池
で
あ
っ
た
箇
所
に
集
中
し

て
い
る
。
と
く
に
現
在
の
神
之
池
の
北
側
に
位
置
す
る
神
之
池

緑
地
(
野
球
場
周
辺
)
で
は
、
芝
地
の
陥
没
(
比
高
印

1mω

叩
)
や
亀
裂
(
幅

1
1
2
m
)
が
2
0
0
m
ほ
ど
断
続
的
に
生

じ
て
お
り

(
写
真
7
)、
野
球
場
内
に
も
多
量
の
噴
砂
の
堆
積

や
地
表
の
変
形
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
周
辺
で
は
、
マ
ン
ホ

ー
ル
の
浮
き
上
が
り
(
最
大

ω畑
一
写
真

8
)
や
線
路

臨
海
線
)
の
歪
み
(
写
真

9
)
が
生
じ
た
。

(
鹿
島

4
.
忘
れ
ら
れ
た
被
災
地

今
回
の
地
震
で
液
状
化
が
発
生
し
た
地
域
は
、

言
い
換
え
れ

ば
、
そ
こ
が
液
状
化
の
発
生
し
や
す
い
土
地
条
件
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
顕
在
化
し
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
再
液
状
化
と

い
う
性
質
を
考
慮
す
る
と
、
今
回
の
液
状
化
が
発
生
し
た
地
域

は
同
じ
被
害
を
再
び
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
周
知

の
事
実
で
あ
る
の
で
、
今
後
は
液
状
化
対
策
を
自
治
体
レ
ベ
ル

だ
け
で
は
な
く
、
市
町
村
あ
る
い
は
国
レ
ベ
ル
で
再
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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今
回
の
震
災
で
茨
城
県
は
、
震
災
後
の
風
評
被
害
な
ど
も
合

め
て
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
そ
の
一
方
で
、
悲
し
い
こ
と
に
、

震
災
直
後
か
ら
被
害
報
道
の
少
な
さ
か
ら
「
忘
れ
ら
れ
た
被
災

地
」
と
な
っ
て
い
た
感
が
あ
る
。
東
北
地
方
の
惨
劇
を
見
れ
ば
、

確
か
に
そ
れ
も
致
し
方
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
だ

け
被
災
地
が
広
範
囲
に
及
ん
で
し
ま
う
と
、
ど
う
し
て
も
人
的

被
害
の
多
少
で
報
道
が
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
で
あ

ろ〉つ。

56-12 

他
方
で
、
ど
ん
な
災
害
で
も
、
被
害
に
線
引
き
を
す
る
と
と

は
む
ず
か
し
い
。
被
害
が
広
範
囲
に
及
ん
だ
と
き
こ
そ
、
被
災

の
記
録
に
空
白
地
帯
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
正
し
い

情
報
の
収
集
と
発
信
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
正
し

い
情
報
を
自
分
の
足
で
得
て
、
今
起
き
て
い
る
こ
と
を
自
分
で

観
て
、
自
分
で
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
が
で
き
る

学
問
は
、
地
理
学
だ
け
で
は
な
い
か
と
思
う
。
大
き
な
災
害
時

に
は
、
些
細
な
情
報
や
知
恵
や
知
識
が
命
を
救
う
こ
と
も
あ
る
。

地
理
学
に
は
そ
の
可
能
性
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
、
筆
者
は
考
え

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
大
震
災
で
起
き
た
こ
と
を
正

確
に
-
記
録
し
発
信
し
て
い
く
こ
と
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と

で
あ
り
、
災
害
大
国
日
本
に
お
い
て
は
貴
重
な
財
産
と
な
る
と

地理2011 Dec. 

確
信
し
て
い
る
。

*
本
研
究
に
あ
た
り
、

E
S
R
I
の
震
災
対
応
に
よ
る
無
償
ラ
イ
セ
ン
ス

を
利
用
し
た
。
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